
明治・大正期における紀ノ川流域の綿業

一一川上木綿を中心として一一

はじめに

本稿11..明治・大正期，紀ノJfI流域に発達した農

村工業，とくに川上木綿についての歴史地理学的考

察である。

川上木綿とは，紀ノJIIの川上地方に展開した木綿

業のことである。なかでも伊都郡大谷村は，近世よ

り大谷縞・大谷耕の名で知られ，大谷木綿といいJII

上木綿業の中心的集落であった。

大正期の川上木綿業衰退後は，絹業さらに高野口

町を中心とする特殊織物，シール生産地域として独

自の活路をたどる。

ここでは研究の視点を，綿業の地域的展開と経営

形態の変質過程を考察することにしたい。

I 明治・大正期の川土木綿業展開の実態

1) 綿業の地域的分布

藩政時代における紀州の綿業生量の地域的分布を

定量的に把握することは困難であるが，つぎに掲げ

る万延2年 (1861)紀州藩御仕入方，嶋田善次の

『愚意存念書?の付築は，当時の紀州藩の木綿生産

者数の概況を知る貴重な史料であ20
一本文在町総毛綿職業大祢左之通

一人別凡二十万人男女とも

内六万人老人小児遊人病人等之男女

七万人農業諸稼之男

六万人糸延業之女

此一日分銀三拾貫目 壱人五分平トメ

壱万人毛綿織之女

此一日分毛綿五千反壱人半反織

中 野 栄 治

銀拾五貫目 壱反織賃三匁平〆

右一日分銀合四拾五貫目

壱年三日稼ト〆 此銀壱万三千五百貫目

金ト〆拾八万両七十五匁替ト〆

また藩内の綿業生産地と販路について r伊都・

那賀・名草・毒壬・有国・日高等に而，専ら織出し

l=・紹糸は御国中第一の産業に市，町在とも総屋共
告

取扱致し・…・細上糸者，京・奥鳴島結城毛綿，勢チH

鴎毛綿等之類江重モニ相用ひ…・・・中下〈糸〉之方ハ

御国内に而相拐!Jけ，撚り糸者関東江売捌」とある。

紀ノ川流域の綿織屋は，天保9年 (1838)では，

橋本の町屋で綿屋13軒，紺屋4軒，また，紀ノJII南

岸の在村での文政11年 (1828)の「木綿屋株」は清
むかそい %よちだ 7) 

水10軒，両副4軒，了面 1軒とあり，文久2年 (11)

62)の『清水村諸株免許名前帳」には三軒茶屋に

「織屋株」が記され，農村工業としての綿業の株組

織がみられた。

さて，明治期における綿業の地域分布に関して明

治28年 (1附の『紀伊国独案内jと，明治43年 (19

10)の『通商使百晶』記載の木綿製造業者を図 11にr亡こ

めした。ちなみに，明治12年 (1879)の『共武政

弘の有名物産には r木綿」として和歌山区・伊

都郡妙寺・中飯降・佐野・新在家・名倉・東家・九

度山・慈、尊院の各村が記されてし、る。

図1から紀ノ川流域の綿業地域は，上流域の伊都

郡に発達したJII上木綿，中流域の貴志川地域での紋

羽織，下流域の和歌山市周辺の綿ネル業の三つの分

布地域が認められぷ。そのうち，伊都郡の川上木綿

業地域では，明治後期に少なくとも23戸の木綿製造

業者が存在してし、d。
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図1 紀ノ川流域における綿織業分布(明治28・43年〉

表 1 川上木綿機業家の経営形態

|階層| 操 業 時 期

自作農

紺屋

自作農

自作農

地主

自作農

地主

商業

織屋

商業

地主

商業

米屋

地主

自作農

酌11 20 40 5 1 20 

×一一一一一一一一企一.~ー+
幕末 M31 M39 T 6 

企一一・ 0・・ H ・H ・.+
M40 T2 T10 517 

企-.一一+
M42 T5 53 

A一一一一一一一一十
M35 T10 

×ー一一一一-Àー十一十一一一.~ー0・..........・・・・十
幕末 M20 T3 T13 521 

×一一一一一一一一.~O・H ・ H ・.....・ H ・..…+
M10 T3 T7 524 

×一一ー企一一一一一+
M20 M35 T12 

A←ー←一一一←ー+
おf40 515 

x ー-A一一←一一一一一+
M20 M30 T10 

企十
M28 T14 

×一一一ー企一一一一一十
M切 M40 T15 

×一一一----A--@・・・・+ 0・u ・-…・……+
M6 M35 T5 53 56 525 

企一一一.~+
M30 T2 T3 

X一一一一一一-Aー十一一一 + 
Ml M33 T10 

×一一企一一一0・・・・・H ・H ・.@・・・・・・・・・・+
恥118 乱f30 酌f43 53 523 

製 品

黄入丈・緋・縞木綿

縞木綿・シール・再織

縞木綿・ユカタ地

縞木綿

緋・縞木綿

縞木綿・再織・ネル地

耕・縞木綿

布団・縞木綿・白木綿

縞色木木綿綿・白木綿・織

綿白木ネ綿・厚司・紋羽
ル・シール

織色木生地綿・縞木綿・
ネル

ル白木生地綿・・縞帯木芯綿・ネ

白木綿

白木綿

縞ー木ル綿・肩・綿掛ネル・シ

×一一手機 A一一一シャクリ機 ・一一伊勢機 0…シール・再織ほか 0・・・力織機
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2) 機業類型

)11上地方における明治・大正期の綿織業者に関す

る聴取調査を整理し表1に示した。

これらから機業家は，一般に 1町前後の小地主な

いし自作農層が多い。また内機よりも，小作農家へ

の出機形式による農村副業を基盤としていた。

表 1の各機業家の経営形態の変質過程から，つぎ

の 3類型が設定できる。

(a) 伝統的綿業型幕末からの原綿栽培農家で内

機も行い，明治期に家内工業またはマユュプァクチ

ュアの段階まで発展した型で、ある。この類型に入る

のは. I日大谷村のA-Eなどで，いずれも幕末から

の綿作農家で，織屋と紺染を兼営した。明治20~30

年 (1887-97)にシャクリ〈バッタン〉機を導入し

て30-50戸に出機し，明治末に伊勢機(片足踏機〉

を入れ職工所を建造した。大正中期まで大谷木綿業

の中軸的役割を来した機業家といえる。

(b) 綿ネル・シール転換型 明治初期に木綿業を

始め，昭和期にシール再織業に転換した型である。

この類型には. I日大谷村のB-F. 旧橋本町のL.

j日学文路村のN.九度山町のOの各機業家が属する。

なかでも Lの場合は明治6年 (1873). 商業のほか

手機操業，そして出機を行った。大正5年(1916).

カ織機を導入し輸出用の広巾縞木綿を製造している。

昭和3年 (1928)に綿ネル生地・羽二重・縮緬に転

じ昭和10年(1935)軍需用防寒シール，昭和20年

(1945)代に帯芯と目まぐるしい操業転換である。

また九度山町のOも明治18年 (1885)に職工所〈男

1.女14人〉をもち，明治30年 (1897)代に縞木綿，

その後大正期に綿ネル・シール・モケット(肩掛〉

に転換した。

(c) 新興短期綿織型 明治後期のシャクリ機から

大正初期の伊勢機まで，新しい綿織機業家の類型で

ある。この類型は川上木綿業の最盛期に相当するシ

ャクリ機時代の機業家で，主に 1代ないし 2代操業

の短期綿織の型である。この類型は. I日大谷村のC

-D. I日笠田村のG-H. I日妙寺町の1.高野口町

のJ.橋本町のK. I日清水村のMなどである。

Cは，明治42年 (1909)からシャクリ機による内

機と. 5-6台の出機により縞木綿・ュカタ地を生

産し，大正5年 (1916)伊勢機を導入するが，昭和

3年(1928)中止した。 Gも明治20年(1887)から

手機15-20台のマニュファタチュアによる縞木綿・

耕木綿を生産し，明治40年 (1907)代の全盛期に

100戸の出機で木綿300反を製造したが， 大正12年

(1923)に中止した。 Jも， 明治28年(1895).職

工所(男 2・女14人〉を設立し，天竺綿ネル，厚司，

紋羽を，また明治40年(1907)代には夏は肩掛，冬

は綿ネル生地を製造し大正9年 (1920). シールに

転換した。

これら 3類型の分布をみると. (a)の類型は川上木

綿の中心集落である旧大谷村に.(b)・(c;の類型は，

笠田・妙寺・高野口・九度山・橋本など紀ノ川上流

域の在町に展開していた。

3) 出機関の形成

織元〈問屋〉に所属する出機〈賃機〉は，表2の

ように明治44年 (1911)に伊都郡内で1，869戸に達

し 1織元平均29戸の出機を出したことになる。な
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かでも明治40年 (1907).高野口町. Jの場合は150

戸に達し，出機関は神野々・山田・九重・紀見・三

谷・広野など平均 3k皿程度に出機した。その範囲は，

織元から賃機業者への原料糸，製品輸送の可能な距

離である。 JII上地方の出機圏は，織元の所在する橋

本・高野口・妙寺・大谷などの在町を中心に，それ

ぞれ半径3kmの圏構造を形成していた。また出機の

競合地域は，南岸では学文路・三谷などの高野山麓

である。出機時期は農関期が利用され，晩秋の稲刈

後から冬季，また夏季の水田草取り後に集中した。

4) 地藍による染色業

原糸の染色は主に地元の紺屋によった。天保年間

(1833~44). 大谷村の紺屋，前田安助は，山のピシ

ャコ・ツツジ・グチナオシ等の植物染料や，赤土に

よる「黄八丈」の染色が行われた。幕末に，阿波国

から六兵衛が大谷村に藍染を導入したといわれ，江

戸期の西林忠入(紺忠〉・草田安兵衛〈紺安〉のほ

か明治初年の表紺屋・草田定七など次の 6戸が紺染

織屋であった。( )内は屋号と操業年である。 (M

=明治・ T=大正〉

吉岡家(天清. M28~40) ・安田家〈安亀. M20 

""40)・西村家(天為.M18-T 2)・内田家 (M31

""34)・岩本家〈大松屋・ M20-31)・小島家(紺孝，

江戸末""M20)

地藍の産玉は，阿波国のそれに比し安価で，四郷

村(庄兵衛〉・妙寺などで大正期の川上木綿時代を通

じ栽培された。さらに藍玉は和歌山・湊の久保藍問

屋〈阿波屋〉から移入した。

明治中期の大谷緋は，独特の模様技術が考案され

た。すなわち草田仁左ヱ門は模様の散在する「飛耕J.

藍染で叩く「叩き耕J. 北林九兵衛の「工夫耕」な

ど下絵を細糸でくくり染色する複雑なもので，明治

35年 (1902)，第5囲内国勧業博覧会に出品された。

橋本町の策基に山本家〈紺普，幕末~T7) ・樋

下家(紺花.M初〉・思地家 (T7""S初〉・越後

屋(幕末""M初〉・有本家 (T5 ~ 8)・中島家 (M

37""T末〉・亀井家 CM40-T7). このほか橋本町

の了回・二軒茶屋・出塔・山田・柏原・隅田，九度

山町，高野口町名倉・大野に各1戸の紺屋が存在し

た。やがてドイツの化学染料ブリューブラツグ(硫

化ソーダ〉の輸入により自家用染色に変化した。

5) JII上木綿の村一伊都郡大谷村

川上木綿の中心集落は，伊都郡大谷村〈現かつら

ぎ町)であった。

大谷村は，天保15年 (1844)編述の『紀伊続風土

記』には91戸，明治5年 (1872) 117戸と26戸の増

加にすぎない。集落は和泉山脈南麓，伊都洪積段丘

を開析する中谷川の小扇状地上に立地し，水田130町，

畑30町.1戸当5.8反の零細な農村集落であり，川上

沼と川上木綿を特産物とした。

大谷木綿の起源は明らかではないが，聴取調査か

ら江戸中期から幕末にかけては.r紺孝J(小島家〉

・守口家，大敏の中尾家・「万藤J(西村家〉の 4戸

と，新在家の「富貴屋JC島元家〉があった。これ

らは地主資本を基盤とした商家的存在でもあった。

なかでも小島家は，江戸末から明治20年 (1887)代

には織屋・紺屋・醤油家を兼ね，大正初期に力織機

図2 旧大谷村の綿織業者と紺屋〈幕末~大正期〕

A""Fの記号は表 1の綿業者
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の導入を計るがマエュファ Fチュアの段階にとどま

った。また紺屋は「紺忠J(西村家)， r紺孝」・「紺

安J(草田家)， r阿波屋」の4戸が存在した。これ

らの町屋は図2にみられるように大和街道筋に立地

していた。

江戸期の職業状態を知る史料はないが，元興寺の

過去帳から，宝暦3年 (1753)より明治期にかけて

の屋号を摘記してみると，木綿関係では織屋7，紺

屋8，紅屋2，舟屋1がみられ，農村としては職人

的屋号や周辺地名の屋号が多く商工業的色彩が強い

ことをうかがわせる。

天保6年(1815)の現かつらぎ町，丁之町木綿問

屋，草国家の『木綿預りぎ』には「紀州嶋木綿・糸

入嶋・乃リ引嶋・子供嶋・小しま・紺がすり」など

1万6，000反の生産品目が記録され，川上木綿が縞

木綿を主とし，紺木綿も生産されたことがうかがわ

れる。明治中期の白木綿・黄八丈の生産は，草田仁

左ヱ門の新しい大谷耕の考案，大谷縞木綿の隆盛期

となり， r織平J・「天清J・「安亀J・「天為」・「ササ

ラ家」・「大松家」・新在家の「はぶや」などの織屋

が存在した。

6) 大谷木綿業の成立要因

昭和3年 (1928)の『大谷村郷土調査」によれば，

水田 130町・畑80町で 1戸当 5.8反平均の農家が

存在する。一方，商工業の比率は大谷53戸 (31%)，

新在家28戸 (39%)と高率をしめ，工業生産額は

45，847円， うち大巾木綿17，1870ヤードを筆頭に，

小巾木綿 1，920反，シール再織9，810ヤードなどで

蜜柑・廷・藁縄などの農産加工品23，500円より比重

が高し、。

明治初年では大谷村 187戸のうち，農業 119戸

(0.4%)，雑業62戸 (33%)と雑業率が相対的に高

い。また高持と借家比率は12:42と借家率はかなり

高い。土地名寄帳が発見されないため江戸~明治末

の階層構成は明らかではないが，明治3年 (1928)

の『自作調査』で、は，大谷村の小作地率は63%と高

いことも農村工業を支える基盤であった。

さらに大谷耕の紺染に不可欠の用水は，明治期に

中谷川上流の取水口から土管で草田明神社前の道路

に沿い紺染織屋に利用された。 r川上酒」も草田明

神社の北に大井戸祉があり酒造場が立地した。

以上から川上木綿業は，綿作農村の副業的労働に

支えられ，街道ぞいの交通路に面し，かつ良質な軟

水に恵まれたことがその立地要因と考えられる。

E 川上綿業経営形態の変質

1) 綿織生産の推移

明治30年 (1897)以降の綿織物生産の数量的変化

を~和歌山県統計書』から表 3 に摘記した。

表3 木綿織物生産の変化〈伊都郡〉

1_1帥吋哨木lpl畑町一
明治30!44，忍 40，3~15認 ~I 反! 反i

900'， 22， 4201 ー | 叫 300

4511 69， 325[ 一 ! 寸 6，100

1'i-i'hM61 
大正 6:4， 931[ 53， 8721 -[ 350: 3， 208: 

70引24，635[ -1 -112， 010:2， 871， 6751 

50α11， 6581 150: 一 8211 一
昭和制 →1，657[ 刊一 ー

一 9651 →

〈和歌山県統計書による)

白木綿は，明治10年 (1877)代には木綿生産の首

位をしめ，明治45年 (1912)には78，765反のピーグ

となり，主に肌着用衣料として別用された。

縞木綿は，江戸期から rm上続」ともいい，明治

42年 (1909)には 14広440反に達し，主に着物・布

団地用の茶・黒色の縦縞・横縞・碁盤縞など，多種

の柄物が生産された。

耕木綿は，明治17年 (1884)から「大谷耕」の名

で知られるが，明治30年 (1997)には 500反となり

その後衰退する。
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このほか，織色木綿は明治44年 (1911)に45，790 

反をピークに，大正末期には衰滅した。

このように，紀ノ川上流域の木綿業は，大正末期

に急速に衰退し，縞・綿の交織物としての肩掛・テ

ーブル掛の生産に変質する。

一方，明治末から大正初期にかけて和歌山綿ネル

業の隆盛により，その生地生産が紀ノ川流域に浸透

し，表3のように大正6年 (1917)には 360万反に

達している。これも大正末期には，消滅の運命をた

どった。

2) 生産形態の変化と織機の技術革新

紀ノJII上流域では，文政11年 (1828)，5台程度

の織機をもっ初期マニュファクチュアのきざしが存

在したとされるヵ1紀ノ川流域全般での問屋制家内

工業からマニュファクチュアへの発展は，明治30年

(1897)前後となる。

『和歌山県統計書』を整理した表2をみると，

r工場」・「家内工場」の戸数に比して， r織元J(問

屋〉に所属する「賃織業J(出機〉の比重が大きく，

明治38年 (1905)から大正元年 (1912)にかけての

平均値をとると，織元戸数78戸，賃機戸数1，482と

なり， 1織元平均賃機農家数は19戸で，J11上木綿業

(綿ネル統計をふくむが〉が多数の零細出機農家の

農村副業的基盤の上に成立したことを推定させる。

これらの織元は，さらに自ら職工所を建造し，賃労

働者を麗傭するマニュファクチュア経留を兼帯する

ものであった。

事例をあげれば， I日大谷村の表1のEは，明治35

年 (1902)頃，自家に隣接する田地に建設した職工

場に50台のシャクリ機を設置した。!日笠田村のGは，

1明治24年 (1891)に2.5xl0問， 7.5 x 10間の職工場

にシャク p機20台を設置している。また高野口町の

Jも明治28年 (1895)， 男3・女14人で創業し， 大

正期まで女工70人を集積し肩掛製造を行った。九度

山町のOも，早く明治18年 (1885)に男 1・女14人

で始め，明治40年 (1907)には女子25人30台のシャ

クリ機で木綿・綿ネルを生産し，橋本町のKも明治

40年 (1907)代に 500坪の工場に隅田より40人，紀

見より 100人の職工を集積した。

このように明治中期のマニュファクチュア経営の

進行は，技術的にシャクリ機の盛行と表裏一体化し

て川上地方の機業圏を形成した。

わが国で明治10年 (1877)代に模造されたジョン

.ケイの飛持機は，紀ノ川流域では明治30年(1897)

代に表 1同られるように，一斉にこのパツタン議

〈地元では「シャクリJという〉を導入した。初期

の段階では地元生産のシャクリ機を 1~5 台程度所

有するのみであったが，手機の 4~5 倍の能率をも

っ技術的変革は，マニュファグチュア生産への変質

をもたらし，またそれを支えるものであった。

カ織機化は，わずかに旧大谷村新在家の内田家で，

明治27年 (1例，伊都銀dの融資で豊田式人力織

機l台を購入し，のち小田井の水車動力利用により

小倉服地を生産した。これも水車の回転調整器がな

く糸が切れ，熟練工の不足で、不成功に終っている。

これらのことは，表4の手織機の減少が端的に物

表4 経営規模の変化(綿ネルをふくむ〉

(伊都郡〉

|援護|議11最11手鰍i力鰍

台
明治40 一

45 1，842j 2， 411 6， 76 

大正 6 2861 1， 236 1，099 310 

10 2531 1， 160 901 535 

15 14 111 12 1 

昭和 5 44 2 

10 47 11 477 

(和歌山県統計書による〉

語っている。明治45年 (1912)における 6，874台の

手機をピークに力織機=豊田織機が大正10年(1921)

代に 535台と増加するのは綿ネル生産の新しい機業

形態の台頭期であった。
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この力織機化の過程に，大正5年 (1916)歯車の

ある足踏機，伊勢機 Dandyor domestic 100mが，

'/日大谷村のA (1台〉は伊勢一身田， B (20台)， C 

(7台〉はーノ宮より導入する。つまり伊勢機は，

シャクリ機と力織機との過渡的織機であり，短期で

一操業を中止してL、る。

3) 紀和鉄道の開通と輸送の変化

川上木綿の原料綿花は，江戸期から紀ノ川流域の

原綿を利用したが，明治33年(1900)の紀和鉄道開

通以前の明治初期には綿糸な大阪・堺・大和高田か

ら輸送された。その輸送路は，大阪・堺から紀見峠

ι越え高野街道のコースをとり，堺から三日市までは

人力車，橋本からは牛車による大八車と川上舟を利

用した。

綿糸20把=1行李(1把=1〆200匁=10総〉の

もの 4行李を牛車運搬した。一方，下流の和歌山か

らの原糸の移入製品販売は紀ノ川水運と大和街道に

ょった。

大谷餅は旧大谷村を南流する中谷川が紀ノ川に流

入する千問堤に舟着場があり，明治期4般の)11上舟

があり和歌山京橋へ搬送し，翌日，上り舟で雑貨類

を積み上った。陸路は大和街道を牛車による大入車

ぷ 100反を積み輸送したといわれる。

紀和鉄道の開通後は，大阪紡績を初め平野・堺の

紡績所で米綿・ボンベイ綿の綿糸が大量生産され，

大阪南本町・本町などの問屋から大量輸送された。

このことは直接地元の綿作農家に影響を与え，伊

都郡内の綿花作付面識土，明治30年 (1897)の8町

2反 (1，829〆〉から明治34年 (1901) には5町1

F反 (1，800〆〉に減少し，翌年の作付は皆無であっ

た。

ま とめ

以上の考察を要約すると，次のとおりとなる。

1) 明治・大正期の川上木綿業は，江戸期からの

綿作農村を基盤とした農漁村向の縞木綿，耕木綿の

生産に特徴をもつが，綿ネル生地，シール工業への

転化とともに昭和初期に消滅する。

2) 機業経営は，小地主・自作農の機業家と，小

作農層への出機を主体とした農村副業の上に成立し，

伝統的綿業型・綿ネル、ンール転換型・新興短期締業

型の機業類型が存在し，織元の出機圏は，在町の中

心集落を核として，ほぼ半径3k皿の範囲である。

3) 川上綿業の中心集落，大谷村は近世からの綿

作農村を背景に，大和街道ぞいに機業家が立地し，

零細な土地所有と雑業率も高く，用水に恵まれ大谷

緋の技術改良とともに発展したが，小資本のゆえに

衰退した。

4) 明治中期のマニュファクチュア経営への移行

は，技術的なシャクリ機の導入と並行して生産形態

を変質した。

5) 鉄道開通前の原糸輸送路は，紀ノ川水運と大

和街道，高野街道を利用した。開通後の原糸輸入は

増加し，地元の綿作は衰滅した。

(和歌山県立向陽高校〉
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